
iPresence株式会社
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iPresence株式会社 https://ipresence.jp

設立： 2014年5月
拠点： 兵庫県神戸市本社／大阪R＆D／東京営業所
資本金：2,040万円
代表： クリストファーズ クリスフランシス
主要株主： 役員 

ＢＣＣ株式会社（東証グロース：7376）

関連会社：
iPresence Ltd.（英国） https://ipresence.global
ArchiTwin株式会社 https://archi-twin.com/
事業内容：
テレプレゼンスアバターロボットの輸入と販売・サービス開発と提供・ソフトウェア開発・ロボット開発、事
業開発コンサルティング、ＦＡロボットプログラミング、３Dデジタルツインサービスの販売・
開発、オンラインカンファレンスサービスの販売・開催支援

https://ipresence.jp/
https://ipresence.global/
https://archi-twin.com/


クリストファーズ クリスフランシス
Chris Francis Christophers

1980年生まれ (兵庫県神戸市)。14歳に家族で渡英。

19歳にはインド南部で障害者の子ども支援のボランティアとして3ヶ月間過ごす。
シェフィールド大学(英)建築学部を卒業し建築設計事務所で設計士兼デザイナー
として勤務。２級建築士。
その後、米大手IT企業の関西支部立ち上げ、全国営業統括などを経て
テレプレゼンスアバターロボットに乗り移っての斬新なテレポート
コミュニケーションサービスに特化したiPresenceを2014年設立。
アバター開発提案の世界大会、ANA Avatar XPrizeセミファイナリスト。

2019年にはデジタルツインを活用した遠隔建築現場管理プラットフォームを
開発し、ArchiTwin株式会社に出資、設立し、現在代表を兼任。

現在、メタバースやXRなどを含めた最先端技術を活用した新たな
コミュニケーションスタイルを広める為に邁進中。

代表取締役社長 CEO



太田 崇博
Takahiro Ota

専門分野：情報工学 大阪府立大学工学修士
- 1998年 4月 日本電信電話株式会社入社 サイバーソリューション
研究所勤務 産業用ロボット、製造業向け情報連携ASP基盤開発

-   2003年 4月  西日本電信電話株式会社 技術部研究開発センタ勤務
製造業向け情報連携ASP基盤のサービス化開発

-   2006年 Internet接続向け大規模クラインアントサーバシステム開発
-   2010年 仮想サーバにおけるリソース配分制御の研究開発
-   2012年 VPSのクラウドサービス化開発に従事
-   2016年 西日本電信電話株式会社退職
- 2016年   iPresence社に技術統括役員（CTO）として入社

FAロボット向け鏡板加工プログラム開発
リモートテレプレゼンス向けサーバ・iOS・
Webクライアント・組み込み開発

            自動運転ロボット開発
FAロボット向け遠隔操作システム WELDEMOTO開発

取締役 技術統括CTO



世界のコミュニケーションを
テクノロジーで進化させる

Purpose

Concept

Vision
Teleportation as a Service
の普及とTaaSCore技術の追求

空間コミュニケーションデザイン
を通じたInnovation



テレコミュニケーションツールの進化

電話 ウェブ(グループウェア)

ロボット

ビデオ会議

遠隔コミュニケーション方法はイノベーションとともに発展してきました
遠隔地とのコミュニケーションは手紙やモールス信号などから始まり、

音声を共有できる「電話」が発明され、続いて「双方向映像」「資料や画面共有」「グループウェア」などの
イノベーションとともにどんどん広がり、今、ロボットなどを使って遠隔地に

「存在」できるソリューションが普及し始めています。
iPresenceは様々な最新技術を活用して「体験のリアルタイム共有」を実現します。

デジタルツイン



インターネット回線を通じて容易に遠隔操作と
カメラ映像・会話音声のやりとりが可能な
離れた場所から動かせる分身テレビ電話ロボット

Ohmni temi(テミ) Double3(ダブル) kubiTelepii

テレプレゼンスアバターロボット
Telepresence Avatar Robot

ビデオチャット × リモートコントロール × ロボットボディ

OriHime

見えます

話せます

聞き取れます自由に移動できます

「疑似対面」「お互いが、目の前にいる感覚」



実在する空間や設備に関しての情報を
視覚的な3Dデジタルデータとして保存、見える化。
実空間で行う以上の情報共有や、リモートコラボレーションを実現します。

３Dデジタルツイン
3D Digital Twin

フィジカル空間/情報 × オンライン管理 × ビジュアリゼーション

「リアル空間」⇔「デジタル空間」

Matterport/ArchiTwin/AvatarTwin



Teleportation as a Service

フィジカル空間でのコミュニケーション
（アバターロボット/テレビ電話）

iPresenceは、
人々が自在にテレポートしながら、様々な場所や人と関われる社会を実現します。
世界中の十人十色な人々の働き方や喜びの共有を行えるプラットフォーム/エコシステムを
創造、開発、提供するサービスプロバイダーとして次世代の社会基盤構築に貢献します。

サイバー空間でのコミュニケーション
（メタバース/デジタルツイン）

テレポート：一瞬で異なる場所や人と関わること（瞬間移動）

Teleportation Cloud
by iPresence



Teleportation as a Service
〜ありとあらゆる業界(施設)に導入〜

学校教育
博物館

病院
介護施設

オフィス
工場管理

ショールーム

ホーム
見守り

建築/建設
施設管理

観光施設
小売店
商業施設

イベント
展示会
国際会議



Innovative Office
絆
を
つ
な
ぐ
・
距
離
を
超
え
る



移動

[導入前] [導入後]

事務所
業務

移動

工場内
業務

事務所
業務

事務所
業務

工場内
業務

事務所
業務

工場内
業務

●移動時間の削減
●生産活動時間の増加
●工場関与時間の増加

Smart Factory



先進MICEテクノロジー



遠隔授業/アバターロボット学校生活参加



事業領域

テレロボハード(輸入・国内仕入)
販売・レンタル・リース

テレロボアプリ
自社開発・受託開発

テレロボハード
開発（量産・試作）

デジタルツインSaaS
３DVR・AR・MR
販売・受託開発

テレビ会議システム
販売・サポート

企画支援/カスタマーサクセス
講演/技術コンサル





temi GO











給電方法 USBケーブル
重量 160g

サイズ H90xW70xD70mm

左右への回転を遠隔操作できる
＝そこに居る感覚











ソフトロボティクス
フィジカル遠隔コミュニケーション

R＆D/FuAra



R＆D/Walk with me



空間検知しての自動運転

試作開発：介護施設の自動巡回ロボット



AR・MR開発

■AR・MR
フィジカル空間のマーカー(イラスト)を
タブレットやスマートフォンで読み込むと
３Dの物体映像を現実空間と重ね合わせて鑑賞可能

導入事例：比叡山延暦寺 根本中道



https://ipresence.jp/
会社ホームページ

YouTubeチャンネル
事例動画集

お問い合わせ：info@ipresence.jp

Thank you.

情報リンク

https://ipresence.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCU9UpptHxmGyu9JLXWb9zeQ
mailto:info@ipresence.jp
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